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武田勝頼に命じられて出された禁制
白羽神社には武田家朱印状が３通あります。こ

れは、戦国時代に駿河や遠州に進出した武田氏が、
この地方を治めようと発給した文書です。

今回紹介するのは「勝頼印判状禁制」です。天正
５年（1577年）11月５日に、武田勝頼が安部加賀
守に命じて白羽の郷に発給したものです。

勝頼は、武田領である白羽郷の住民に「労役の免
除」や「兵士や随伴する者たちの住民に乱暴や狼藉
を働くことの禁止」、「押買いの禁止」を掲げて、治
安維持と生活の保護を図りました。また、落ちぶ
れた農民たちには還住も命じました。

さらに、貿易軍需物資や兵員輸送の軍用船を操
縦することも命じており、白羽郷の住民たちに、
海賊奉公や兵員・物資の海上輸送などを担わせよ
うという武田家の意図が読み取れる文書です。

なお、勝頼印判状禁制で勝頼から命令を受けた
安部加賀守は、永禄５年（1562年）に高遠城に入っ
た武田勝頼付侍大将八人衆の一人として名を残し
ています。
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勝頼印判状禁制【天正5年（1577年）】

「勝頼印判状禁制」書き下し文

御前崎市指定有形文化財
武田家朱印状
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※「キラリを再発見」はしばらくの間お休みさせていただきます
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